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第 27 回総会記念シンポジウム特集
“見えない” 格差・困窮・貧困と
日本経済を考える
－働き、学び、育て、暮らす
 　　　　　　現場の視点から－

　コロナ禍、とくに緊急事態宣言下において、空前と言い得るほどの注文の
増加、加入申し込みの殺到に地域生協が追われている。あらためて生協の良
さが見直されたのだとも評されているが、本当にそうだろうか。人々の多く
が見直し、再評価したのは、生活協同組合という存在に対してではなく、店
まで出向かなくても食料品が届く、宅配という生協の業態に対してではな
かったのか。トータルで見れば注文と供給は激増しているが、コロナ禍で家
計が激変し、生協からこぼれ落ちてしまった組合員、利用したくてもできな
くなってしまった消費者はいないだろうか。あえて、そんな厳しい目で見つ
め直してこそ、本当の意味で生協がコロナに克てるのではないかと感じてい
る。（志）
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